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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ通信回線に係る識別情報を記憶した複数の記憶媒体から、前記識別情報を読み
出す読み出し手段と、
　前記読み出し手段により読み出された識別情報に基づいて通信回線を決定し、前記決定
した通信回線を使用して通信を行う通信手段と、
　前記識別情報に応じた情報を表示部に表示する表示制御手段とを備え、
　前記表示制御手段は、前記複数の識別情報に基づいて決定された複数の通信回線に応じ
た情報を表示するための複数の表示画面を生成し、前記表示部の異なる領域に前記複数の
表示画面を表示する通信端末。
【請求項２】
　前記表示制御手段は、前記複数の通信回線のうち着信または電子メールが受信された通
信回線に対応する表示画面の大きさを大きくすることを特徴とする請求項１記載の通信端
末。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、前記複数の通信回線のうち着信または電子メールが受信された通
信回線とは異なる通信回線に対応する表示画面の大きさを小さくすることを特徴とする請
求項１または２記載の通信端末。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、前記複数の通信回線のうち着信または電子メールが受信された通
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信回線に対応する表示画面を、他の通信回線に対応する表示画面の大きさよりも大きくす
ることを特徴とする請求項１から３のいずれか１項記載の通信端末。
【請求項５】
　前記電子メールの受信に応じて、前記電子メールが受信された通信回線に対応する表示
画面の大きさを大きくするか否かを設定する設定手段を有し、
　前記表示手段は、前記設定手段の設定状態に応じて、前記電子メールの受信に応じて、
前記電子メールが受信された通信回線に対応する表示画面の大きさを大きくするか否かを
決定することを特徴とする請求項２から４のいずれか１項記載の通信端末。
【請求項６】
　前記複数の記憶媒体を装着するための第１のスロットと第２のスロットとを有し、前記
読み出し手段は、前記端末の電源が投入されたことに応じて、前記第１のスロットに前記
記憶媒体が装着されているか否かを判別し、その後に前記第２のスロットに前記記憶媒体
が装着されているか否かを判別することを特徴とする請求項１から５のいずれか１項記載
の通信端末。
【請求項７】
　前記複数の記憶媒体を装着するための第１のスロットと第２のスロットとを有し、前記
表示制御手段は、前記装置の電源が投入されたことに応じて、前記第１のスロットに装着
された記憶媒体の認証用画面を表示した後に、前記第２のスロットに装着された記憶媒体
の認証用画面を表示することを特徴とする請求項１から６のいずれか１項記載の通信端末
。
【請求項８】
　前記通信回線を切り替える指示を入力する指示手段を有し、
　前記表示制御手段は、使用可能な通信回線に対応する表示画面に識別画像を付加して表
示することを特徴とする請求項１から７のいずれか１項記載の通信端末。
【請求項９】
　前記表示制御手段は、前記複数の通信回線それぞれの電波状況に関する表示を前記表示
画面に付加して表示することを特徴とする請求項１から８のいずれか１項記載の通信端末
。
【請求項１０】
　前記表示制御手段は、前記複数の通信回線のキャリアが同一である場合には、前記電波
状況に関する表示は、前記複数の通信回線に対応する表示画面のいずれか一方に表示する
ことを特徴とする請求項９記載の通信端末。
【請求項１１】
　前記通信手段は、前記複数の通信回線のうち使用中の通信回線があるときは、他の通信
回線の使用を禁止することを特徴とする請求項１から１０のいずれか１項記載の通信端末
。
【請求項１２】
　前記表示制御手段は、着信または電子メールが受信された通信回線の通信が終了したこ
とに応じて、着信または電子メールが受信された通信回線に対応する表示画面の大きさを
小さくすることを特徴とする請求項２から５のいずれか１項記載の通信端末。
【請求項１３】
　前記複数の記憶媒体は、それぞれＳＩＭ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃ
ａｔｉｏｎ　Ｍｏｄｕｌｅ）カードであることを特徴とする請求項１から１２のいずれか
１項記載の通信端末。
【請求項１４】
　前記ＳＩＭカードには、国際移動端末番号が記憶されていることを特徴とする請求項１
３記載の通信端末。
【請求項１５】
　それぞれ通信回線に係る識別情報を記憶した複数の記憶媒体から、前記識別情報を読み
出す読み出しステップと、
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　前記読み出しステップで読み出された識別情報に基づいて通信回線を決定し、前記決定
した通信回線を使用して通信を行う通信ステップと、
　前記識別情報に応じた情報を表示部に表示する表示制御ステップとを備え、
　前記表示制御ステップにおいて、前記複数の識別情報に基づいて決定された複数の通信
回線に応じた情報を表示するための複数の表示画面を生成し、前記表示部の異なる領域に
前記複数の表示画面を表示することを特徴とする通信端末の制御方法。
【請求項１６】
　前記表示制御ステップにおいて、前記複数の通信回線のうち着信または電子メールが受
信された通信回線に対応する表示画面の大きさを大きくすることを特徴とする請求項１５
記載の通信端末の制御方法。
【請求項１７】
　前記表示制御ステップにおいて、前記複数の通信回線のうち着信または電子メールが受
信された通信回線とは異なる通信回線に対応する表示画面の大きさを小さくすることを特
徴とする請求項１５記載の通信端末の制御方法。
【請求項１８】
　前記表示制御ステップにおいて、前記複数の通信回線のうち着信または電子メールが受
信された通信回線に対応する表示画面を、他の通信回線に対応する表示画面の大きさより
も大きくすることを特徴とする請求項１５から１７のいずれか１項記載の通信端末の制御
方法。
【請求項１９】
　前記読み出しステップにおいて、前記装置の電源が投入されたことに応じて、前記記憶
媒体を装着するための第１のスロットに、前記記憶媒体が装着されているか否かを判別し
、その後に前記記憶媒体を装着するための第２のスロットに前記記憶媒体が装着されてい
るか否かを判別することを特徴とする請求項１５から１８のいずれか１項記載の通信端末
の制御方法。
【請求項２０】
　前記表示制御ステップにおいて、前記装置の電源が投入されたことに応じて、記憶媒体
を装着するための第１のスロットに装着された記憶媒体の認証用画面を表示した後に、前
記記憶媒体を装着するための第２のスロットに装着された記憶媒体の認証用画面を表示す
ることを特徴とする請求項１５から１９のいずれか１項記載の通信端末の制御方法。
【請求項２１】
　前記表示制御ステップにおいて、前記複数の通信回線それぞれの電波状況に関する表示
を前記表示画面に付加して表示することを特徴とする請求項１５から２０のいずれか１項
記載の通信端末の制御方法。
【請求項２２】
　前記表示制御ステップにおいて、前記複数の通信回線のキャリアが同一である場合には
、前記電波状況に関する表示は、前記複数の通信回線に対応する表示画面のいずれか一方
に表示することを特徴とする請求項２１記載の通信端末の制御方法。
【請求項２３】
　前記通信ステップにおいて、前記複数の通信回線のうち使用中の通信回線があるときは
、他の通信回線の使用を禁止することを特徴とする請求項１５から２２のいずれか１項記
載の通信端末の制御方法。
【請求項２４】
　前記複数の記憶媒体は、それぞれＳＩＭ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃ
ａｔｉｏｎ　Ｍｏｄｕｌｅ）カードであることを特徴とする請求項１５から２３のいずれ
か１項記載の通信端末の制御方法。
【請求項２５】
　前記ＳＩＭカードには、国際移動端末番号が記憶されていることを特徴とする請求項２
４記載の通信端末の制御方法。
【請求項２６】
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　第１の記憶媒体から第１の識別情報を読出し、第２の記憶媒体から第２の識別情報を読
出す読出し手段と、
　前記第１の識別情報に対応する通信と前記第２の識別情報に対応する通信を行う通信手
段と、
　前記識別情報に応じた情報を表示手段に表示する表示制御手段とを備え、
　前記表示制御手段は、前記第１の識別情報に対応する通信の情報を表示するための第１
の表示画面と、前記第２の識別情報に対応する通信の情報を表示するための第２の表示画
面とを生成し、前記表示手段の異なる領域に前記第１の表示画面と前記第２の表示画面を
表示することを特徴とする通信装置。
【請求項２７】
　前記表示制御手段は、前記第１の識別情報に対応する通信において着信または電子メー
ルが受信されたことに応じて、前記第１の表示画面の大きさを大きくすることを特徴とす
る請求項２６記載の通信装置。
【請求項２８】
　前記表示制御手段は、前記第１の識別情報に対応する通信において着信または電子メー
ルが受信されたことに応じて、前記第２の表示画面の大きさを小さくすることを特徴とす
る請求項２６または２７記載の通信装置。
【請求項２９】
　前記表示制御手段は、前記第１の識別情報に対応する通信において着信または電子メー
ルが受信されたことに応じて、前記第１の表示画面の大きさを前記第２の表示画面の大き
さよりも大きくすることを特徴とする請求項２６から２８のいずれか１項に記載の通信装
置。
【請求項３０】
　前記表示制御手段は、前記通信装置の電源が投入されたことに応じて、前記第１の記憶
媒体の認証用画面を表示した後に、前記第２の記憶媒体の認証用画面を表示することを特
徴とする請求項２６から２９のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項３１】
　前記表示制御手段は、前記第１の表示画面に前記第１の識別情報に対応する通信の電波
状況に関する表示を付加し、前記第２の表示画面に前記第２の識別情報に対応する通信の
電波状況に関する表示を付加することを特徴とする請求項２６から３０のいずれか１項に
記載の通信装置。
【請求項３２】
　前記表示制御手段は、前記第１の識別情報に対応する通信キャリアと前記第２の識別情
報に対応する通信キャリアとが同一である場合、前記第１の表示画面または前記第２の表
示画面に前記電波状況に関する表示を付加することを特徴とする請求項３１記載の通信装
置。
【請求項３３】
　前記通信手段は、前記第１の識別情報に対応する通信の使用中に、前記第２の識別情報
に対応する通信の使用を禁止することを特徴とする請求項２６から３２のいずれか１項に
記載の通信装置。
【請求項３４】
　前記第１の記憶媒体は、ＳＩＭ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏ
ｎ　Ｍｏｄｕｌｅ）カードであることを特徴とする請求項２６から３３のいずれか１項記
載の通信装置。
【請求項３５】
　前記ＳＩＭカードには、国際移動端末番号が記憶されていることを特徴とする請求項３
４記載の通信装置。
【請求項３６】
　第１の記憶媒体から第１の識別情報を読出し、第２の記憶媒体から第２の識別情報を読
出す読出しステップと、
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　前記第１の識別情報に対応する通信と前記第２の識別情報に対応する通信を行う通信ス
テップと、
　前記識別情報に応じた情報を表示手段に表示する表示制御ステップとを備え、
　前記表示制御ステップにおいて、前記第１の識別情報に対応する通信の情報を表示する
ための第１の表示画面と、前記第２の識別情報に対応する通信の情報を表示するための第
２の表示画面とを生成し、前記表示手段の異なる領域に前記第１の表示画面と前記第２の
表示画面を表示することを特徴とする通信装置の制御方法。
【請求項３７】
　前記表示制御ステップにおいて、前記第１の識別情報に対応する通信において着信また
は電子メールが受信されたことに応じて、前記第１の表示画面の大きさを大きくすること
を特徴とする請求項３６記載の通信装置の制御方法。
【請求項３８】
　前記表示制御ステップにおいて、前記第１の識別情報に対応する通信において着信また
は電子メールが受信されたことに応じて、前記第２の表示画面の大きさを小さくすること
を特徴とする請求項３６または３７記載の通信装置の制御方法。
【請求項３９】
　前記表示制御ステップにおいて、前記第１の識別情報に対応する通信において着信また
は電子メールが受信されたことに応じて、前記第１の表示画面の大きさを前記第２の表示
画面の大きさよりも大きくすることを特徴とする請求項３６から３８のいずれか１項に記
載の通信装置の制御方法。
【請求項４０】
　前記表示制御ステップにおいて、前記通信装置の制御方法の電源が投入されたことに応
じて、前記第１の記憶媒体の認証用画面を表示した後に、前記第２の記憶媒体の認証用画
面を表示することを特徴とする請求項３６から３９のいずれか１項に記載の通信装置の制
御方法。
【請求項４１】
　前記表示制御ステップにおいて、前記第１の表示画面に前記第１の識別情報に対応する
通信の電波状況に関する表示を付加し、前記第２の表示画面に前記第２の識別情報に対応
する通信の電波状況に関する表示を付加することを特徴とする請求項３６から４０のいず
れか１項に記載の通信装置の制御方法。
【請求項４２】
　前記表示制御ステップにおいて、前記第１の識別情報に対応する通信キャリアと前記第
２の識別情報に対応する通信キャリアとが同一である場合、前記第１の表示画面または前
記第２の表示画面に前記電波状況に関する表示を付加することを特徴とする請求項４１記
載の通信装置の制御方法。
【請求項４３】
　前記第１の識別情報に対応する通信の使用中に、前記第２の識別情報に対応する通信の
使用を禁止することを特徴とする請求項３６から４２のいずれか１項に記載の通信装置の
制御方法。
【請求項４４】
　前記第１の記憶媒体は、ＳＩＭ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏ
ｎ　Ｍｏｄｕｌｅ）カードであることを特徴とする請求項３６から４３のいずれか１項記
載の通信装置の制御方法。
【請求項４５】
　前記ＳＩＭカードには、国際移動端末番号が記憶されていることを特徴とする請求項４
４記載の通信装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信端末に関し、特に、複数の通信回線を利用して通信を行う装置に関する。



(6) JP 5213353 B2 2013.6.19

10

20

30

40

50

【背景技術】
【０００２】
　従来、携帯型の通信端末として、携帯電話機が知られている。
　携帯電話機のうち、特に、ＩＭＴ－２０００の電話機においては、ＳＩＭ（Ｓｕｂｓｃ
ｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｍｏｄｕｌｅ）カードと呼ばれるＩＣカー
ドがユーザに配布される。
【０００３】
　各ＳＩＭカードには、回線契約ごとに電話（加入者）番号やキャリア（契約した会社及
びその通信方式）などの加入者識別情報が格納されている。そして、このＳＩＭカードを
電話機に装着し、識別情報をＳＩＭカードから読み出すことで発信及び着信の通話が可能
となる。また、電話機に装着するＳＩＭカードを入れ替えることで、一つの契約回線を使
って複数の電話機を使い分けることが可能となる。
【０００４】
　また、ユーザが一人で複数の通信回線を契約した場合、契約毎の識別情報を記憶したＳ
ＩＭカードが提供される。そのため、電話機に装着するＳＩＭカードを入れ替えることで
、一台の電話機で複数の回線を使い分けることが可能となる。
【０００５】
　また、二つのＳＩＭカードを装着可能な電話機も提案されている（例えば、特許文献１
参照）。そのため、ユーザが二つの回線を契約することにより提供された二つのＳＩＭカ
ードを装着することで、１台の電話機にて、これら二つの回線を用いて通話を行うことが
できる。
【特許文献１】特開２００３－１８９３６１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　電話機が一つの回線のみを利用する場合、契約している回線に応じた機能や操作画面の
みを表示すればよい。
【０００７】
　しかし、複数の回線を使用可能な電話機の場合には、各回線ごとのアンテナ状況を把握
することや、メールの受信や着信などを知る必要がある。また、契約した回線やキャリア
毎に機能や提供されるアプリケーションが異なる場合がある。
　そのため、利用する通信回線毎の操作状況や機能に応じた、使いやすい画面表示が望ま
れる。
　従来は、この様に複数の回線を使用した携帯電話機において、使いやすい表示画面の提
案が無かった。
【０００８】
　本発明は前述の如き問題を解決し、複数の通信回線を使用した場合でも、各回線の情報
を容易に認識可能な装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明においては、それぞれ通信回線に係る識別情報を記憶した複数の記憶媒体から、
前記識別情報を読み出す読み出し手段と、前記読み出し手段により読み出された識別情報
に基づいて通信回線を決定し、前記決定した通信回線を使用して通信を行う通信手段と、
前記識別情報に応じた情報を表示部に表示する表示制御手段とを備え、前記表示制御手段
は、前記複数の識別情報に基づいて決定された複数の通信回線に応じた情報を表示するた
めの複数の表示画面を生成し、前記表示部の異なる領域に前記複数の表示画面を表示する
構成とした。
【発明の効果】
【００１０】
　複数の通信回線を使用した場合でも、各回線に応じた情報を容易に認識可能となる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、添付図面に従って本発明に係る実施形態を詳細に説明する。
【００１２】
　（実施形態１）
　図１は、本発明の実施形態としての携帯電話機の外観構成を示す図である。
【００１３】
　図１の携帯電話機１００（以下電話機）は、複数の通信方式による通信が可能である。
本実施形態では、Ｗ－ＣＤＭＡ方式とＣＤＭＡ２０００方式による通信が可能である。も
ちろん、これ以外の通信方式でもよく、また、三つ以上の通信方式による通話を可能とす
ることもできる。
【００１４】
　また、電話機１００は、音声通信機能のほかに、テレビ電話通信などのマルチメディア
機能、電子メール送受信機能、ＷＥＢ閲覧機能を持つ。更に、携帯電話機１００は、電話
帳機能、電子手帳機能、ゲームなどのアプリケーションをダウンロードして使用する機能
、ナビゲーション機能、音楽再生機能を有する。
【００１５】
　電話機１００の筐体１ａ、１ｂ内にはアンテナ及び、着信時等に振動させるバイブレー
タが内蔵されているものとする。また、筐体１ａには、液晶表示部（ＬＣＤ）２が設けら
れている。表示部２の上部にはスピーカ１０が配置されている。
【００１６】
　また、電話機１００には、ＳＩＭカードを装着するための二つのスロット３、４が備え
られている。これらのＳＩＭスロット３、４に対し、異なるＳＩＭカード５、６を装着す
ることが可能である。ＳＩＭカード５、６はそれぞれ、自由に取り外しすることが可能と
なっている。
【００１７】
　また、通話の際に音声を入力するためのマイクロフォン９を筐体１ｂの最下部に配置し
、通話機能に加え、各種の機能に関する操作入力のためのキー操作部８を筐体１ｂの下部
に備えている。また、ＳＩＭスロット３、４の何れかに装着されたＳＩＭカードによる契
約回線を有効にするための切り替えボタンとして用いる回線変更ボタン７を筐体１ｂの側
面に配置している。
【００１８】
　電話機１００は、筐体１ａと１ｂとを、矢印１１、或いは１２方向に回動させることが
できる。電話機１００を開いた状態で筐体１ａと１ｂとを矢印１１方向に回動させること
で閉じることができる。また、電話機１００を閉じた状態では、表示部２が電話機の内側
になる。また、電話機１００を閉じた状態で筐体１ａと１ｂとを矢印１２方向に回動させ
ることで開くことができる。
【００１９】
　ユーザは、電話機１００を開いた状態でキー操作部８を操作することにより、各種の機
能を利用することができる。また、電話やメールの着信動作は、電話機１００を閉じた状
態でも可能である。
【００２０】
　図２は図１の電話機１００を左側面から示した図である。図２に示されるように、電話
機１００は、メモリカード１４を装着するためのメモリカードスロット１３を備えている
。メモリカード１４には、電話機１００にて利用する各種機能を実行するためのデータな
どを記憶することができる。
【００２１】
　図３は、図１の電話機１００の内部構成を示すブロック図である。なお、図３のブロッ
ク図は、主に通話機能、電子メールの送受信機能に必要なブロックのみを記載している。
前述の様に、電話機１００は通話機能やメール送受信機能の他、各種の機能を持つが、こ
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れらの機能に関連したブロック、並びにその詳細な説明については、公知の構成を用いて
おり、詳細な説明は省略する。
【００２２】
　図３において、電話機１００の各種の動作はＣＰＵ１１４により制御される。ＣＰＵ１
１４はＣＰＵバス１２１を介して各部を制御する。ＣＰＵバス１２１には、データやプロ
グラムを格納するためのＲＡＭ１１５、ＲＯＭ１１６、電源が切れた場合にもデータを保
持することが可能な不揮発性メモリであるＥＥＰＲＯＭ１１７が接続される。
【００２３】
　ＣＰＵ１１４は、入出力制御部１１８を介してキー操作部８からキー入力を受付けたり
、回線変更ボタン７からのキー入力を受付けたり、或いはキー操作部８のボタンを光らせ
る制御を行う。また、ＣＰＵ１１４は、表示制御部１１９を制御することにより、表示部
２に対して様々な画像や情報を表示する。
【００２４】
　また、ＣＰＵ１１４は、外部メモリＩ／Ｆ１２０を介して、ＳＩＭスロット（Ａ）３、
ＳＩＭスロット（Ｂ）４に装着されたＳＩＭカードの情報を読み取る。更に、メモリカー
ドスロット１３を介して装着されたメモリカードに対し、データの書き込み、読み出しを
実行する。
【００２５】
　図また、電話機１００は、Ｗ－ＣＤＭＡ方式（第１の通信方式）用の通信部１２２と、
ＣＤＭＡ２０００方式（第２の通信方式）用の通信部１２３を備えている。そして、後述
の様に、装着されたＳＩＭカード５または６から読み出した加入者情報に従い、通信部１
２３を選択し、通信を行う。
【００２６】
　まず、電話機１００における電話、及び電子メールの基本的な着信、送信処理について
説明する。
【００２７】
　ここでは、例として、第１の通信部１２２による着信時の処理について説明する。
　不図示の基地局から伝送されてくる無線信号をアンテナ１０１により受信し、受信され
た信号がアンテナ共用機１０２を介して受信部１０３に入力される。受信部１０３は、高
周波増幅器、周波数変換器及び復調器を備える。そして、受信部１０３は、受信した信号
を低雑音増幅器で低雑音増幅した後、周波数シンセサイザ１０５より発生された受信局部
発信信号と混合し、受信中間周波数信号または受信ベースバンド信号に周波数変換する。
そして、周波数変換した信号を復調器で復調する。
【００２８】
　復調された信号は、ベースバンド処理部１０６に送られ、音声信号と電子メールのデー
タに分離される。音声データは、コーデック１０７により、通信方式に従って復号され、
スピーカ１０に出力される。
【００２９】
　一方、電子メールのデータであればＲＡＭ１１５に送られ、保存される。ユーザが、キ
ー操作部８を操作することにより、ＲＡＭ１１５に保存された電子メールデータを任意に
読み出して表示部２に表示することができる。
【００３０】
　この様に、音声電話を着信すると、スピーカ１０から通話相手の音声が出力される。
【００３１】
　一方、通話中の音声を送信する場合、マイク９から出力されたユーザの音声信号はコー
デック１０７により通信方式に応じて符号化される。符号化された音声データは、ベース
バンド処理部１０６により必要な処理が施され、送信部１０４に出力される送信部１０４
は、変調器、周波数変換機、送信電力増幅器を備える。そして、送信部１０４は、音声デ
ータを通信方式に従って変調した後、周波数シンセサイザ１０５から発生された送信局部
発信信号と混合して無線周波数信号に周波数変換する。そして、変換した信号を増幅した
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後、アンテナ共用器１０２及びアンテナ１０１を介して、不図示の基地局に向けて送信さ
れる。
　ユーザは、キー操作部８を操作することで、通話を終了することができる。
【００３２】
　次に、発信時の処理を説明する。
　ユーザは、キー操作部８を操作することにより、通話相手の電話番号を入力し、発信を
指示する。ＣＰＵ１１４は、発信の指示があると、ベースバンド処理部１０６に対し、発
信用のデータを送る。ベースバンド処理部１０６は、発信用のデータを送信部１０４に送
り、前述のように変調、周波数変換、及び増幅処理を施し、アンテナ共用機１０２、アン
テナ１０１により不図示の基地局に向けて送信する。
【００３３】
　基地局が通信相手からの着信を確認し、無線信号を送ると、アンテナ１０１がこれを受
信し、以下、前述の着信時と同様の処理を実行する。
【００３４】
　また、電子メールを送信する場合、ユーザは、キー操作部８を用いて、メール作成を指
示する。メール作成が指示されると、ＣＰＵ１１４は、表示制御部１１９を制御、メール
作成用の画面を表示部２に表示する。ユーザはキー操作部８を用いて送信先アドレスや本
文を入力し、送信を指示する。ＣＰＵ１１４は、メール送信が指示されると、ベースバン
ド処理部１０６に対し、アドレスの情報を送り、コーデック１０７に対して本文のデータ
を送る。コーデック１０７は本文のデータを符号化し、ベースバンド処理部１０６に送る
。
【００３５】
　ベースバンド処理部１０６は、アドレス、及び本文のデータを送信部１０４に送り、送
信部１０４により変調等の処理を施して、アンテナ共用器１０２、アンテナ１０１を介し
て基地局に送信する。
【００３６】
　本実施形態では、ＳＩＭスロット（Ａ）３、ＳＩＭスロット（Ｂ）４に装着されたＳＩ
Ｍカードから加入者識別情報を読み取り、この加入者情報に基づいて通信処理を行う。
【００３７】
　ここで、ＳＩＭカードに記憶されている情報について説明する。
　図１８はＳＩＭカードに記憶された情報を示す図である。
　各ＳＩＭカードには、ＩＣカードＩＤ１８０１、国際移動体端末番号１８０２、認証用
キー値１８０６、ＰＩＮコード１８０７、電話帳情報１８１０、メールデータ１８１２、
リザーブ１８１３が記憶される。
【００３８】
　ＩＣカードＩＤ１８０２は、カードをユニークに識別するための情報である。国際移動
体端末番号１８０２は、契約したキャリアによって提供される加入者を特定するための情
報である。国際移動体端末番号１８０２は、移動体通信用国番号１８０３、移動体通信網
識別番号１８０４及び移動体端末識別番号１８０５から構成されている。移動体通信用国
番号１８０３により契約したキャリアの国が判別でき、移動体通信網識別番号１８０４に
より契約したキャリアを識別できる。移動体端末識別番号１８０５が電話番号として加入
者に提供される。
【００３９】
　認証用キー値１８０６は、キャリアの提供する電話網へアクセスするために電話機との
認証を行うための情報である。ＰＩＮ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｉｄｅｎｔｉｆｙ　Ｎｕｍｂ
ｅｒ）コード１８０７は、第三者に無断使用されることを防ぐため、ＳＩＭカードが電話
機に装着された際に利用者を特定するための認証コードである。ＰＩＮコードは二種類保
存することができる。
【００４０】
　電話帳１８１０には、ＰＩＮコード１８０９を入力することにより発信可能となる発信
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先固定電話帳１８１１が含まれる。
【００４１】
　次に、電源投入時における、ＳＩＭカードの検出処理と、通信部１２２、１２３及び表
示部２の制御について、図４のフローチャートを用いて説明する。
【００４２】
　なお、本実施形態の電話機１００では、電源オンの間はＳＩＭスロットからＳＩＭカー
ドを取り出すことができない。そのため、ユーザがＳＩＭカードを装着、排出する場合に
は、電話機１００の電源をオフする。
【００４３】
　そして、この様に電源オフの間にＳＩＭカードの排出、装着が行われた後、キー操作部
８を操作することにより電源がオンになると図４のフローチャートがスタートする。なお
、図４の処理は、ＣＰＵ１１４が各部を制御することにより実行される。
【００４４】
　まず、ＳＩＭスロット（Ａ）３にＳＩＭカードが装着されているか否かを判別する（Ｓ
４０１）。ＳＩＭスロット３にカードが装着されていた場合、ＳＩＭスロット３を介して
、ＳＩＭカードから図１８の如き加入者情報を読み出して、ＲＡＭ１１５に記憶する（Ｓ
４０２）。
【００４５】
　続いて、ＳＩＭスロット（Ｂ）４にＳＩＭカードが装着されているか否かを判別する（
Ｓ４０３）。ＳＩＭスロット４にカードが装着されていた場合、ＳＩＭスロット４を介し
て、ＳＩＭカードから図１８の如き加入者情報を読み出して、ＲＡＭ１１５に記憶する（
Ｓ４０４）。
【００４６】
　次に、ＳＩＭスロット３のカードのＰＩＮコード認証用画面を生成し、表示部２に表示
する（Ｓ４０５）。図１９は、ＰＩＮコードの入力画面を示す図である。
【００４７】
　１９０１は表示部２の表示画面であり、入力を促すメッセージ１９０２を表示する。ユ
ーザは、キー操作部８を用い、入力欄１９０３に対してＰＩＮコードを入力する。１９０
４は決定用カーソルである。
【００４８】
　ＰＩＮコード入力用画面を表示した後、ユーザによりＰＩＮコードが入力されると、入
力されたコードがＳＩＭスロット３のカードから読み出したＰＩＮコードと一致するか否
かを判別する（Ｓ４０６）。ＰＩＮコードが一致し、正しく認証されると、次に、ＳＩＭ
スロット４のカードのＰＩＮコード認証用画面を生成し、表示部２に表示する（Ｓ４０７
）。
【００４９】
　そして、前述の通り、ユーザによりＰＩＮコードが入力されると、入力されたコードが
ＳＩＭスロット４のカードから読み出したＰＩＮコードと一致するか否かを判別する（Ｓ
４０８）。ＰＩＮコードが一致し、正しく認証されると、各スロットのカードから読み出
した識別情報に基づいて、ＳＩＭスロット３のカードとＳＩＭスロット４のカードが別の
キャリア（通信方式）に従うカードであるか否かを判別する（Ｓ４０９）。
【００５０】
　二つのカードが別のキャリアに対応するカードであった場合、通信部１２２と１２３を
共に動作させる（Ｓ４１０）。そして、各カードの識別情報に基づいて使用する通信回線
を決定する。また、識別情報に基づいて契約した回線ごとに設定されている、アプリケー
ションプログラムの情報をＲＯＭ１１６から読み取り、更に、壁紙やアドレス情報などの
ユーザ情報をＥＥＰＲＯＭ１１７から読み取る。読み取った各情報をＲＡＭ１１５に格納
する。また、表示制御部１１９を制御し、回線ごとの表示画面を生成し、表示部２の表示
領域を二つに分割して、各回線の表示画面を表示部２に同時に表示する。
【００５１】
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　このときの表示画面の例を図６に示す。
　図６に示すように、表示部２の表示画面を二つに分割し、契約した回線毎に画面６０１
、６０２を表示している。
【００５２】
　例えば、図６では、表示画面６０１には、ＳＩＭスロット３のＳＩＭカードに応じた契
約回線の電波状況を示す情報６１０や、キャリアを判別するマーク６２０を表示している
。同様に、表示画面６０２には、ＳＩＭスロット４のＳＩＭカードに応じた契約回線の電
波状況を示す情報６１１や、キャリアを判別するマーク６２１を表示している。
【００５３】
　また、このとき表示する各表示画面の大きさは、ほぼ同じ大きさとしているが、予め決
めておいた大きさにすることも可能である。
【００５４】
　その他、図示していないが、例えばニュース情報を常に表示するようなアプリケーショ
ンなど、契約回線毎に使用可能なアプリケーションに応じた情報を表示することも勿論可
能である。
【００５５】
　また、本実施形態の電話機では、ユーザが利用したい回線を自動的に変更することが可
能である。そのため、どちらの回線が使用可能かを判別する有効判別情報をＲＡＭ１１５
に保持している。この有効判別情報に基づき、有効な契約回線側の表示画面に対して、有
効であることを示す枠６３１や、マーク６３０を表示することが可能である。
【００５６】
　また、Ｓ４０９において、ＳＩＭスロット３のカードとＳＩＭスロット４のカードが同
じキャリアに対応するカードであった場合、各カードの識別情報に基づいて、通信部１２
２、１２３のうち対応する方を動作させる（Ｓ４１２）。そして、各カードに応じた回線
の表示画面を生成し、表示部２の表示領域を二つに分割して、各回線の表示画面を表示部
２に同時に表示する（Ｓ４１３）。このとき表示する画面は、図６に類似の画面となる。
【００５７】
　ただし、この場合には、利用するキャリアが同じであるため、電波状況の情報６１０は
、何れか一方の画面のみに表示することも可能である。また、キャリアを示すマーク６２
０、６２１も、何れか一方の画面のみに表示するか、或いは、表示を消去することも可能
である。
【００５８】
　また、Ｓ４０１で、ＳＩＭスロット３にＳＩＭカードが装着されていなかった場合、Ｓ
ＩＭスロット（Ｂ）４にＳＩＭカードが装着されているか否かを判別する（Ｓ４１４）。
ＳＩＭスロット４にもカードが装着されていない場合、ＳＩＭカードが装着されていない
旨の情報を表示部２に表示し、予め決められた処理に戻る。なお、本実施形態では、ＳＩ
Ｍカードが装着されていない場合には、通信部１２２、１２３を利用した機能を利用する
ことができないが、他の機能を利用することができるものとする。
【００５９】
　Ｓ４１４で、ＳＩＭスロット４にカードが装着されていた場合、ＳＩＭスロット４を介
して、ＳＩＭカードから図１８の如き識別情報を読み出して、ＲＡＭ１１５に記憶する（
Ｓ４１５）。次に、ＳＩＭスロット４のカードのＰＩＮコード認証用画面を生成し、表示
部２に表示する（Ｓ４１６）。
【００６０】
　そして、前述の通り、ユーザによりＰＩＮコードが入力されると、入力されたコードが
ＳＩＭスロット４のカードから読み出したＰＩＮコードと一致するか否かを判別する（Ｓ
４１７）。ＰＩＮコードが一致し、正しく認証されると、通信部１２２、１２３のうち、
認証済みカード（ここではＳＩＭスロット４のカード）に対応する通信部を動作させる（
Ｓ４１８）。そして、表示制御部１１９により、認証済みカードに対応する回線の画面を
生成し、表示部２に表示する（Ｓ４１９）。
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【００６１】
　ここでは、ＳＩＭスロット４のカードのみが装着されているため、このカードのキャリ
ア用の画面のみを生成し、表示することになる。
【００６２】
　また、Ｓ４０３で、ＳＩＭスロット４にＳＩＭカードが装着されていなかった場合、Ｓ
ＩＭスロット３に対してのみＳＩＭカードが装着されていることになる。そこで、ＳＩＭ
スロット３のカードのＰＩＮコード認証用画面を生成し、表示部２に表示する（Ｓ４２０
）。ユーザによりＰＩＮコードが入力されると、入力されたコードがＳＩＭスロット３の
カードから読み出したＰＩＮコードと一致するか否かを判別する（Ｓ４２１）。
【００６３】
　ＰＩＮコードが一致し、正しく認証されると、Ｓ４１８に進み、認証済みのカード（こ
こではＳＩＭスロット３のカード）に対応する通信部を動作させる。そして、表示制御部
１１９により、認証済みカードに対応する回線の画面を生成し、表示部２に表示する。
【００６４】
　また、Ｓ４０６で、ＳＩＭスロット３のカードのＰＩＮコードが正しく認証されない場
合、ＳＩＭスロット３のカードによる認証が失敗し、回線の利用ができない旨の警告メッ
セージを表示部２に表示する（Ｓ４２３）。
【００６５】
　そして、ＳＩＭスロット４のカードのＰＩＮコード認証用画面を生成し、表示部２に表
示する（Ｓ４２４）。
【００６６】
　そして、前述の通り、ユーザによりＰＩＮコードが入力されると、入力されたコードが
ＳＩＭスロット４のカードから読み出したＰＩＮコードと一致するか否かを判別する（Ｓ
４２５）。ＰＩＮコードが一致し、正しく認証されると、Ｓ４１８に進み、認証済みのカ
ード（ここではＳＩＭスロット４のカード）に対応する通信部を動作させる。そして、表
示制御部１１９により、認証済みカードに対応する回線の画面を生成し、表示部２に表示
する。
【００６７】
　また、Ｓ４２５でＰＩＮコードの認証が失敗すると、ＳＩＭスロット３、４の何れのカ
ードもＰＩＮコードの認証が失敗したことになるので、その旨を示す警告メッセージを表
示部２に表示する（Ｓ４２６）。
【００６８】
　また、Ｓ４０８で、ＳＩＭスロット４のカードのＰＩＮコードが正しく認証されない場
合、ＳＩＭスロット４のカードによる認証が失敗し、回線の利用ができない旨の警告メッ
セージを表示部２に表示する（Ｓ４２２）。
【００６９】
　この場合、ＳＩＭスロット３のカードのＰＩＮコードのみが正しく認証されたことにな
り、Ｓ４１８に進んで、認証済みのカード（ここではＳＩＭスロット３のカード）に対応
する通信部を動作させる。そして、表示制御部１１９により、認証済みカードに対応する
回線の画面を生成し、表示部２に表示する。
【００７０】
　また、Ｓ４２１、Ｓ４１７でＰＩＮコードが正しく認証されなかった場合、ＳＩＭスロ
ット３、或いはＳＩＭスロット４の一方に装着されたＳＩＭカードの認証が失敗し、他方
のＳＩＭスロットにはカードが装着されてないことになる。
【００７１】
　そのため、Ｓ４２６に進み、ＳＩＭカードのＰＩＮコード認証が失敗し、認証がロック
された旨の警告情報を表示する。
【００７２】
　この様に、電源投入時には、ＳＩＭスロット３、４に装着されたＳＩＭカードから読み
出した識別情報に従い、表示部２に表示する画面の構成を決定している。
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【００７３】
　次に、この様に電源が投入された後における電話機１００の表示画面切り替えについて
、図５のフローチャートを用いて説明する。なお、図５のフローチャートは、ＣＰＵ１１
４が各部を制御することにより実行される。また、図５では、ＳＩＭスロット３と４に対
し、異なるキャリアに対応したＳＩＭカードが装着されている場合について説明する。Ｓ
ＩＭスロット３、４の何れかにＳＩＭカードが装着されている場合には、一つの通信回線
しか利用できないため、従来の電話機と同様の動作となる。
【００７４】
　ＳＩＭスロット３と４に対し、異なるキャリアに対応したＳＩＭカードが装着された場
合、図６に示すように、各キャリア用の表示画面が表示部２に表示されている。
【００７５】
　この状態で、まず、通信部１２２、１２３の何れかに着信があったか否かを判別する（
Ｓ５０１）。
【００７６】
　何れかに着信があった場合、ＣＰＵ１１４は、着信があった通信部以外の通信部に対し
、通信ができない旨の情報を送る。そして、表示制御部１１９により、着信があった通信
部に対応する回線の表示画面を拡大し、着信が無かった回線の表示画面よりも大きく表示
する。
【００７７】
　具体的には、図６のような２画面表示から、図７、８に示す表示に切り替える。
【００７８】
　例えば、図６に表示されたキャリアＡ、Ｄのうち、キャリアＤに対して着信があった場
合、図７に示すように、着信があったキャリアＡ用の表示画面７００を拡大し、更に、発
信元の番号７０１を表示する。更に、有効な契約回線を示すマーク７０３を着信のあった
契約回線の画面７００に表示する。
【００７９】
　一方、着信の無かった契約回線の画面７１０を縮小して表示する。契約しているキャリ
アの判別マーク７１１と電波状況を示すアイコン７１２を表示する。
【００８０】
　また、図８に示す例では、図６に表示されたキャリアＡ、Ｄのうち、着信があったキャ
リアＤ用の表示画面８００を拡大し、表示部２の全体に表示する。そして、画面８００に
、発信元の番号８０１と有効な契約回線を示すマーク８０３を表示する。また、図８では
、図６、図７とは異なり、表示部２の表示領域を分割せず、着信があった方の回線の表示
画面以外の回線の表示画面は表示部２より消去している。
【００８１】
　図７、図８に示した画面を表示しながら、通話が終了するのを待つ（Ｓ５０６）。キー
操作部８の通話終了ボタンが操作され、通話終了を検出すると、後述の操作判別フラグに
基づいて、操作中であったか否かを判別する（Ｓ５０７）。操作中の着信で無かった場合
、通話終了に伴い、着信前と同様に、表示部２の表示領域を分割し、図６に示したように
各回線用の表示画面を表示する（Ｓ５１２）。
【００８２】
　また、Ｓ５０１で着信が無かった場合、電子メールが受信されたか否かを判別する（Ｓ
５０２）。通信部１２２、１２３の何れかにより電子メールが受信されると、ベースバン
ド処理部１０６、または１１３からＣＰＵ１１４に対してメールの受信が通知される。
【００８３】
　電子メールが受信されると、メール受信の際に、受信した回線の画面を拡大する設定が
なされているか否かを判別する（Ｓ５０８）。
【００８４】
　拡大設定が成されていた場合、Ｓ５０５の場合と同様に、図７、図８に示した様に、表
示部２の表示画面構成を変更する（Ｓ５０９）。図７においては、メールの受信があった
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方の回線用の表示画面を拡大する。そして、発信元番号に代えて、メール送信元アドレス
の情報を表示する。同様に、図８においては、メールの受信があった方の回線用の表示画
面を表示部２の全体に表示する。
【００８５】
　そして、ユーザによるメールの閲覧終了を待つ（Ｓ５１０）。
【００８６】
　メール閲覧が終了すると、後述の様に、メールを受信した際にユーザがキー操作部８に
より何らかの操作していた最中であるかどうかを判別する。操作中でなかった場合には、
メール着信前と同様、表示部２の表示領域を分割し、図６に示したように各回線用の表示
画面を表示する（Ｓ５１２）。
【００８７】
　また、Ｓ５０８で、自動拡大設定がなされていない場合、メールが着信した回線の情報
をＲＡＭ１１５に保存し、Ｓ５１１に進む（Ｓ５１３）。
【００８８】
　また、Ｓ５０２で、メール着信を検出しない場合、キー操作部８、または回線変更ボタ
ン７が操作されたかどうかを検知する（Ｓ５０３）。操作入力がないと判別した場合、そ
のまま図６の様に、回線ごとの表示画面を表示部２に表示する（Ｓ５０４）。
【００８９】
　また、Ｓ５０３で、操作入力があった場合、回線変更ボタン７の操作であるか否かを判
別する（Ｓ５１４）。回線変更ボタン７の操作で無い場合、各操作に従う処理を実行する
（Ｓ５２５）。一方、回線選択ボタン７が操作されていた場合、表示制御部１１９により
、図９に示す回線選択画面を表示部２に表示する（Ｓ５１５）。
【００９０】
　図９において、９０１は回線選択用画面であり、回線を契約しているキャリアの名前と
契約している電話番号の情報が表示される。そして、選択されている回線のほうに選択用
のカーソル９０４表示されている。ユーザは、移動ボタン９０２を操作することによりカ
ーソル９０４を移動して、回線を選択することができる。カーソル９０４を移動させ、選
択ボタン９０３を操作した時点で、カーソル９０４に囲まれている回線が有効な回線とし
て設定される（Ｓ５１６）。
【００９１】
　回線が選択されると、ＣＰＵ１１４は、選択された回線を示す有効判別情報をＲＡＭ１
１５に保存する。
【００９２】
　そして、選択された回線用の表示画面を拡大して表示部２に表示する。表示画面は図７
、或いは、図８に示した通りであるが、このとき、着信元の情報は表示されない。ユーザ
は、この様に回線を選択することにより、拡大された画面を見ながらキー操作部８を操作
して、選択した回線に対応したアプリケーション等の機能を利用することができる。
【００９３】
　なお、本実施形態では、回線選択ボタン７により一方の回線を選択している場合におい
ても、選択されている回線及び非選択回線の何れの回線に対しても、通話、及び電子メー
ルの着信を行っている。
【００９４】
　この様に回線を選択し、画面を拡大表示している状態で、メールの着信を判別する（Ｓ
５１８）。メールの着信があった場合、現在選択中の回線と同じ回線に対するメールか否
かを判別する（Ｓ５２３）。同じ回線に対するメールであった場合、現在表示中の画面に
対し、メール着信を知らせる情報を表示し（Ｓ５２４）、Ｓ５１０に進んでメールの閲覧
が済むのを待つ。その後、前述の処理と同様の処理を実行する。
【００９５】
　一方、Ｓ５２３において、受信したメールが現在選択中の通信回線以外の回線に対する
メールであった場合、Ｓ５０８に進み、先ほど説明したように、着信時に表示画面の自動
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拡大が設定されているか否かを判別する。以下、前述と同様に処理を実行する。
【００９６】
　また、Ｓ５１８でメール着信がない場合、通話の着信があるか否かを判別する（Ｓ５１
９）。通話の着信があった場合、Ｓ５０５に進み、着信した回線に応じた表示画面を拡大
して表示部２に表示すると共に、通話の着信を示す通知を表示する。以下、前述の通り処
理を行う。
【００９７】
　また、Ｓ５１９において、着信が無かった場合、ユーザがキー操作部８を操作して、現
在選択中の回線に応じた機能を利用しているか否かを判別する（Ｓ５２０）。そして、所
定期間（数秒）キー操作部８の操作が無く、選択した回線の機能を利用していないと判断
した場合、一方の回線を選択中に、非選択回線に対し、メール着信があったか否かを判別
する（Ｓ５２１）。具体的には、Ｓ５０８において、自動拡大表示の設定が無かった場合
には、選択されていない回線に対してメールの受信があったことが保存されている。
【００９８】
　この場合、図６の様に、表示部２の表示領域を分割し、各回線用の表示画面を表示する
際、メール着信があった方の回線の表示画面に対し、メール着信を知らせる着信通知を表
示する（Ｓ５２２）。
【００９９】
　また、Ｓ５２１で、非選択回線に対してメール着信が無かった場合には、Ｓ５０４に進
み、図６の如く、各回線に応じた表示画面を表示部２に分割表示する。
【０１００】
　以上説明したように、本実施形態では、二つのＳＩＭスロットにそれぞれ異なる契約回
線のＳＩＭカードが装着された場合、各回線用の表示画面を生成し、表示部の表示領域を
分割して表示している。
　そのため、各回線の電波状況など、各回線に関する情報を容易に認識することができる
。
【０１０１】
　また、電話着信時には、着信した方の回線用の画面を拡大して表示するので、ユーザは
、着信した回線を利用した通話処理を容易に実行することができる。
　また、メール受信時には、受信した回線の表示画面をすぐに拡大するのではなく、拡大
設定されていた場合に拡大するようにした。
　そのため、電話に対して緊急度が低いと思われるメール受信時には、ユーザが選択した
回線の表示画面を利用して操作を行っている場合に、この操作を邪魔することがない。
【０１０２】
　（実施形態２）
　次に、第２の実施形態を説明する。
　第１の実施形態では、一つの表示部における表示領域を二つに分割し、二つのＳＩＭス
ロットに装着されたＳＩＭカードによる回線に応じた表示画面を表示していた。
【０１０３】
　これに対し、本実施形態では、二つの表示部を備えた電話機に対して本発明を適用した
場合について説明する。
【０１０４】
　図１０は、本実施形態における携帯電話機１０００の外観を示す図である。図１０の電
話機においても、図１に示した電話機１００と基本的な構成は同じであり、二つのＳＩＭ
スロット３、４、スピーカ９、マイクロフォン１０を備えている。また、電話機を操作す
るためのキー操作部１００８を備えている。
【０１０５】
　更に、本実施形態では、メインＬＣＤ（表示部）１００２の他に、サブＬＣＤ（表示部
）１０１０を備えている。また、後述の如く、メイン表示部１００２の表示画面とサブ表
示部１０１０の表示画面を切り替えるための、画面変更ボタン１０１２を有している。ま
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た、メイン表示部１００２の表示画面に対応する回線と、サブ表示部１０１２の表示画面
に対応する回線の何れの機能を利用するかを選択するための回線変更ボタン１００７を有
している。
【０１０６】
　図１１は、本実施形態の電話機１０００の回路構成を示すブロック図である。図１１の
構成は、図３に示した第１の実施形態の構成とほぼ同様の構成を備えており、基本的な動
作も同様である。
【０１０７】
　図３と異なる構成は、利用する回線を切り替えるための回線変更ボタン１００７及び、
メインＬＣＤ１００２の表示画面とサブＬＣＤ１０１０の表示画面を交換するための画面
変更ボタン１０１２を備える点である。入出力制御部１１８は、キー操作部８からの入力
に加え、回線変更ボタン１００７と画面変更ボタン１０１２からの入力を検出する。
【０１０８】
　更に、メインＬＣＤ１００２とサブＬＣＤ１０１０を備え、表示制御部１１９が各ＬＣ
Ｄの表示動作を制御する点が図３と異なっている。
【０１０９】
　他の構成要素は図３と同様なので、同一番号を付加し、ここでは説明を省略する。なお
、サブＬＣＤ１０１０は、メインＬＣＤ１００２よりも表示面積が小さい。
【０１１０】
　次に、電源投入時における、ＳＩＭカードの検出処理と、通信部１２２、１２３及びメ
インＬＣＤ１００２、サブＬＣＤ１０１０の制御について、図１２のフローチャートを用
いて説明する。
【０１１１】
　なお、図１２の処理は、図４の処理とほとんど同様であり、ＳＩＭカードに対応する回
線の表示画面の処理である、Ｓ１２１１、Ｓ１２１３、Ｓ１２１９が異なる。
【０１１２】
　具体的には、まず、Ｓ１２１１において、ＳＩＭスロット３、４に装着された各ＳＩＭ
カードの回線に応じた表示画面を表示する場合、本実施形態では、メインＬＣＤ１００２
とサブＬＣＤ１０１０に分けて表示している。
【０１１３】
　図１４は、Ｓ１２１１における表示画面の様子を示す図である。
　図１４において、メインＬＣＤ上に、一方の回線に応じた表示画面１４０１を表示する
。表示画面１４０１には、回線の電波状況を示す情報１４０２、回線を契約したキャリア
を判別するマーク１４０３が表示される。更に、メインＬＣＤ１００２に表示されている
表示画面に対応する回線の機能をキー操作部８により利用可能な状態であることを示す枠
１４０５や、マーク１４０４を表示する。
【０１１４】
　一方、メインＬＣＤ１００２の表示画面に対応した回線以外の、他方の回線に対応する
表示画面１４１１をサブＬＣＤ１０１０に表示する。サブＬＣＤ１０１０の表示画面１４
１１には、電波状況を示す情報１４１２や回線を契約したキャリアを判別するマーク１４
１３が表示される。また、図示していないが、メインＬＣＤ１００２に表示されている枠
１４０５とマーク１４０３は、サブＬＣＤパネル１４１１に表示することも可能である。
【０１１５】
　なお、この際、ＳＩＭスロット３と４に装着されたＳＩＭカードの何れの回線に対応し
た表示画面をメインＬＣＤ１００２に表示してもよい。本実施形態では、ＳＩＭスロット
３のＳＩＭカードの回線に対応した表示画面をメインＬＣＤ１００２に表示することにす
る。
【０１１６】
　また、Ｓ１２１３においても、図１４と同様に、ＳＩＭスロット３、４に装着された各
ＳＩＭカードの回線に応じた表示画面をメインＬＣＤ１００２とサブＬＣＤ１０１０に分
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けて表示している。
【０１１７】
　このとき、Ｓ１２１３においては、利用するキャリアが同じであるため、電波状況の情
報１４０２は、何れか一方の画面のみに表示することも可能である。また、キャリアを示
すマーク１４０３、１４１３も、何れか一方の画面のみに表示するか、或いは、表示を消
去することも可能である。
【０１１８】
　また、Ｓ１２１９は、二つのＳＩＭスロットのうち、何れか一方のみにＳＩＭカードが
装着されているか、或いは、二つのＳＩＭスロットに装着されたＳＩＭカードの何れかが
ＰＩＮコードの認証に失敗した状態である。
【０１１９】
　そのため、ここでは、認証されたＳＩＭカードに対応する回線の表示画面をメインＬＣ
Ｄ１００２に表示する。このとき、サブＬＣＤ１０１０の表示は消去してもよいし、他の
情報を表示することも可能である。
【０１２０】
　また、Ｓ４２０、Ｓ４２２、Ｓ４２３におけるＰＩＮコード認証ロックの警告は、全て
メインＬＣＤ１００２に表示する。
【０１２１】
　次に、この様に電源が投入された後における電話機１００の表示画面切り替えについて
、図１３のフローチャートを用いて説明する。なお、図１３のフローチャートは、ＣＰＵ
１１４が各部を制御することにより実行される。また、図１３では、ＳＩＭスロット３と
４に対し、異なるキャリアに対応したＳＩＭカードが装着されている場合について説明す
る。ＳＩＭスロット３、４の何れかにＳＩＭカードが装着されている場合には、一つの通
信回線しか利用できないため、従来の電話機と同様の動作となる。
【０１２２】
　ＳＩＭスロット３と４に対し、異なるキャリアに対応したＳＩＭカードが装着された場
合、図１４に示すように、各キャリア用の表示画面がメインＬＣＤ１００２とサブＬＣＤ
１０１０に表示されている。
　この状態で、まず、通信部１２２、１２３の何れかに着信があったか否かを判別する（
Ｓ１３０１）。
【０１２３】
　何れかに着信があった場合、ＣＰＵ１１４は、着信があった通信部以外の通信部に対し
、通信ができない旨の情報を送る。そして、電話及びメールの着信時における表示画面の
設定を検出する（Ｓ１３０３）。
【０１２４】
　本実施形態では、ユーザがキー操作部８を操作することにより、電話及びメールの着信
時における、メインＬＣＤ１００２の表示画面とサブ表示部１０１０の表示画面の設定を
変更することができる。
【０１２５】
　具体的は、着信した回線の表示画面をメインＬＣＤ１００２に表示する設定、着信した
回線の表示画面をサブＬＣＤ１０１０に表示する設定、表示画面を変更しない設定、の三
つの中からユーザが設定することができる。設定結果の情報はＲＡＭ１１５に保存される
。
【０１２６】
　そこで、着信した回線の表示画面をメインＬＣＤ１００２に表示する設定であった場合
、受信した回線の表示画面をメインＬＣＤ１００２に表示する。
【０１２７】
　図１５に、このときの表示画面の例を示す。
　メインＬＣＤ１００２には、着信があった回線の表示画面１５０１が表示される。そし
て、電話の着信の場合には発信元の電話番号の情報１５０２を表示する。また、電子メー
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ルの受信であった場合、メール受信を示すアイコン１５０３を表示する。
【０１２８】
　また、ＣＰＵ１１４は、メインＬＣＤ１００２の表示画面に対応した回線の操作を有効
とする。そのため、キー操作部８によりメインＬＣＤ１００２の回線の操作が可能である
ことを示す枠１５０４も表示する。
【０１２９】
　また、Ｓ１３０３で、着信した回線の表示画面をサブＬＣＤ１０１０に表示する設定で
あった場合、着信した回線の表示画面をサブＬＣＤ１０１０に表示する（Ｓ１３０５）。
【０１３０】
　図１６、図１７にこのときの表示画面の例を示す。
　図１６は、メール受信があった場合の表示画面を示している。
【０１３１】
　メインＬＣＤ１００２にはメールが着信した回線以外の回線の表示画面１６０１が表示
され、サブＬＣＤ１０１０には、メールが着信した回線の表示画面１６１１が表示される
。そして、メールを受信したことを示すアイコン１６１２を表示する。また、ＣＰＵ１１
４は、サブＬＣＤ１０１０の表示画面に対応した回線の操作を有効とする。そのため、キ
ー操作部８によりサブＬＣＤ１０１０の回線の操作が可能であることを示す枠１６１３を
表示する。
【０１３２】
　図１７は、電話の着信があった場合の表示画面を示している。
　メインＬＣＤ１００２には電話の着信があった回線以外の回線の表示画面１７０１が表
示され、サブＬＣＤ１０１０には、電話の着信があった回線の表示画面１７１１が表示さ
れる。そして、発信元の電話番号の情報１７１２を表示する。また、ＣＰＵ１１４は、サ
ブＬＣＤ１０１０の表示画面に対応した回線の操作を有効とする。そのため、キー操作部
８によりサブＬＣＤ１０１０の回線の操作が可能であることを示す枠１７１２を表示する
。
【０１３３】
　また、Ｓ１３０３で、表示画面の切り替え無しの設定の場合、現在の表示状態を継続す
る（Ｓ１３０６）。ただし、このとき、ＣＰＵ１１４は、着信があった方の回線の操作を
有効とする。そのため、キー操作部８によりサブＬＣＤ１０１０の回線の操作が可能であ
ることを示す枠を、メインＬＣＤ１００２とサブＬＣＤ１０１０の表示画面のうち、着信
があった方の回線に対応した表示画面に表示する。
【０１３４】
　例えば、図１４の状態で、サブＬＣＤ１０１０の表示画面に対応する回線に対して電話
の着信があった場合には、メインＬＣＤ１００２とサブＬＣＤ１０１０の表示画面を変更
することなく、枠１４０２とマーク１４０４を表示画面１４１１の方に移動して表示する
。
【０１３５】
　この様に、着信に伴って表示画面を制御した後、通話、或いは、メールの閲覧が終了す
るのを待つ（Ｓ１３０７）。そして、Ｓ１３０４、またはＳ１３０５において変更された
画面状態及び操作権を、着信前の状態に自動的に戻すかどうかを判別する（Ｓ１３０８）
。
【０１３６】
　本実施形態では、ユーザがキー操作部８を操作することにより着信時の画面変更の設定
と共に、通話、メール閲覧終了時に、元の表示状態に戻すか否かを設定できる。設定結果
の情報はＲＡＭ１１５に保存される。また、Ｓ１３０４、１３０５において、表示画面を
変更した際に、変更前のメインＬＣＤ１００２とサブＬＣＤ１０１０の表示画面の設定状
態をＲＡＭ１１５に保存している。
【０１３７】
　そこで、Ｓ１３０８では、ＲＡＭ１１５に保存された設定結果に基づいて、自動的に復
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元する設定がされている場合には、表示画面と操作権を切り替える前の状態に戻す。
　一方、復元設定が無い場合には、画面状態を戻すことなく、処理を進める。
【０１３８】
　次に、Ｓ１３０３による表示画面の切り替え処理に移行する前に、キー操作部８により
操作が行われていたかどうかを判別する（Ｓ１３１０）。
【０１３９】
　本実施形態では、着信時にキー操作が行われていたか否かを示すキー操作情報をＲＡＭ
１１５に保存しておき、その値により判別するものとする。判別した結果、キー操作が行
われていた場合には、ＲＡＭ１１５に保存された設定結果に基づいて、表示画面と操作権
を切り替える前の状態に戻す（Ｓ１３１１）。そして、Ｓ１３１６に移行して、着信前の
操作を続ける。
【０１４０】
　一方、Ｓ１３１０で、キー操作中でなかった場合には、元の処理に戻る。
【０１４１】
　また、Ｓ１３０１で着信を検出しなかった場合、入出力制御部１１８が何らかの操作入
力を受信したか否かを判別する（Ｓ１３０２）。操作入力があった場合、回線変更ボタン
１００７が操作されたか否かを判別する（Ｓ１３１２）。回線変更ボタン１００７が操作
された場合、キー操作権を回線変更ボタン１００７の操作前に設定されていた回線から、
他方の回線に変更する（Ｓ１３１５）。
【０１４２】
　本実施形態では、メインＬＣＤ１００２とサブＬＣＤ１０１０の表示画面に対応した回
線のうち、キー操作部８による操作が有効となっている方の回線を示す情報をＲＡＭ１１
５に保存している。そのため、Ｓ１３１２で、回線変更ボタン１００７が操作されると、
このキー操作権の情報も更新する。
【０１４３】
　そして、図１４に示した、操作可能な状態であることを示す枠１４０５を回線変更ボタ
ン１００７が操作される前の表示画面から、他方の表示画面に切り替える。
【０１４４】
　また、Ｓ１３１２で回線変更ボタン１００７が操作されていない場合、画面変更ボタン
１０１２が操作されたか否かを判別する（Ｓ１３１４）。画面変更ボタン１０１２が操作
された場合、メインＬＣＤ１００２の表示画面をサブＬＣＤ１０１０に表示し、サブＬＣ
Ｄ１０１０の表示画面をメインＬＣＤ１００２に表示する（Ｓ１３１５）。
　この際、キー操作部８による操作が有効となっている回線は変更しない。
【０１４５】
　そのため、例えば、図１４の状態で画面変更ボタン１０１２が操作された場合、メイン
ＬＣＤ１００２の表示画面１４０１をサブＬＣＤ１０１０に表示すると共に、サブＬＣＤ
１０１０に対してマーク１４０４と枠１４０５を表示する。また、サブＬＣＤ１０１０の
表示画面１４１１をメインＬＣＤ１００２に表示する。
【０１４６】
　また、Ｓ１３１４で画面変更ボタン１００７の操作でなかった場合、キー操作部８によ
る操作であるので、操作に応じた処理を実行する（Ｓ１３１６）。このとき、キー操作中
であることを示す情報をＲＡＭ１１５に保存する。また、一定期間キー操作が成されない
場合、ＲＡＭ１１５に保存したキー操作の情報を、キー操作中で無い旨を示す値に更新す
る。
【０１４７】
　以上説明したように、本実施形態では、二つのＳＩＭスロットにそれぞれ異なる契約回
線のＳＩＭカードが装着された場合、各回線用の表示画面を生成し、二つのＬＣＤに表示
している。
　そのため、各回線の電波状況など、各回線に関する情報を容易に認識することができる
。



(20) JP 5213353 B2 2013.6.19

10

20

30

40

　また、二つのＬＣＤに表示する回線をユーザが任意に選択できるので、ユーザが使いや
すい表示画面を提供することができる。
【０１４８】
　なお、本実施形態においてはキー操作部８とサブＬＣＤ１０１０は別々に配置されてい
るが、ＬＣＤと操作部を一体化したタッチパネルディスプレイを用いても同様の実施形態
が実現できる。
【０１４９】
　この場合、サブＬＣＤ１０１０がメインＬＣＤ１００２と、同様な大きさで表示するこ
とが可能となり、メインＬＣＤとサブＬＣＤの表示方式を変更する必要がない。
【０１５０】
　また、第１の実施形態では、二つのＳＩＭスロットを備え、二つのＳＩＭカードを同時
に装着可能な場合について説明したが、三つ以上の複数のＳＩＭカードを同時に装着可能
な構成としてもよい。
【０１５１】
　その場合、各ＳＩＭカードに応じた回線の表示画面を生成し、表示部の表示領域を分割
して表示するようにすればよい。
【０１５２】
　また、前述の実施形態では、ＳＩＭカードから加入者の識別情報を読み出して通信回線
の設定を行っていたが、ＳＩＭカードではなく、他の記憶媒体に格納された識別情報を用
いる場合にも同様に本発明を適用可能である。
【０１５３】
　また、前述の実施形態では、携帯電話に対して本発明を適用した場合について説明した
が、複数の通信回線を用いて通信を行う他の機器に対しても本発明を同様に適用可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【０１５４】
【図１】実施形態における携帯電話機の外観図である。
【図２】実施形態における携帯電話機の外観図である。
【図３】実施形態における携帯電話機の構成を示すブロック図である。
【図４】電源投入時の処理を示すフローチャートである。
【図５】着信時の表示制御を示すフローチャートである。
【図６】携帯電話の表示画面の様子を示す図である。
【図７】携帯電話の表示画面の様子を示す図である。
【図８】携帯電話の表示画面の様子を示す図である。
【図９】携帯電話の表示画面の様子を示す図である。
【図１０】実施形態における携帯電話機の外観図である。
【図１１】実施形態における携帯電話機の構成を示すブロック図である。
【図１２】電源投入時の処理を示すフローチャートである。
【図１３】着信時の表示制御を示すフローチャートである。
【図１４】携帯電話の表示画面の様子を示す図である。
【図１５】携帯電話の表示画面の様子を示す図である。
【図１６】携帯電話の表示画面の様子を示す図である。
【図１７】携帯電話の表示画面の様子を示す図である。
【図１８】ＳＩＭカードに格納された識別情報を示す図である。
【図１９】ＰＩＮコードの入力画面を示す図である。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】
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